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新型コロナ推計患者数、15％減 1 日平均 6 万人台に
（m3.com 編集部 2024．2．23 配信）

★最新介護医療情報★

　今冬の新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の流行が全国的に減少に転じつつある。エムスリ

ー株式会社が保有する医療リアルワールドデータベースである JAMDAS（日本臨床実態調査）のデ

ータでは、2月15～21日の推計患者数は1日平均6万8565人となり、前々週（2月8～14日）

の 8 万 45 人から約 15％減少した。

　JAMDAS による推計患者数は、第 9 波と言われる 2023 年 8 月中旬から約 1 カ月間、10 万人

以上で推移していた。その後、推計患者数は減少し、11 月はおおむね 1 万人台で推移していたが、

12 月以降じわりと増加。正月明けから急増し、2 月 2 日に 10 万人を越えた。ただ、3 日の 10 万

1237 人をピークに減少へ転じ、21 日時点では 6 万 4800 人だった。いずれの地域でも減少して

いる。このまま、いわゆる「第 10 波」が収束すれば、前年冬の「第 8 波」や、前年夏の「第 9 波」よりも、

ピーク時の推定患者数が少なかったこととなる。厚生労働省や各自治体が公表する定点あたりの患

者数でも同様の傾向が見られている。ただ、インフルエンザなどの流行が依然として続いている地域

もある。
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　岩手医大医学部内科学講座の長谷川豊特任准教授らのグループは、脂肪燃焼や基礎代謝向上の働

きがある細胞を活性化させる化合物を発見した。肥満対策や新たな治療薬開発につながる可能性が

あり、減量だけでなく、メタボリック症候群などが引き起こす糖尿病治療への応用も期待される。

　同グループは、体内の脂肪や糖質を消費して熱を生み出し、基礎代謝を上げる「褐色脂肪細胞」に着

目。試験を繰り返し、４８００に及ぶ候補の中から同細胞を活性化させる化合物を見つけ出した。

　高脂肪の餌を与えて肥満状態にしたマウスに、今回発見した化合物を投与すると、

体重が５～１０％減少。投与しなかったマウスと比較すると、その後の体重増加も緩

やかになった。脂肪肝の軽減や基礎代謝上昇などの効果も確認できた。

肥満抑える化合物を発見　岩手医大・長谷川特任准教授ら
（岩手日報 2024．2．19 配信）


